
 

令和４年２月２２日（火） 

新潟市教育委員会 

学校人事課（働き方改革推進部会） 

 

中学校学年担任制の推進 ― グループ担任制の導入による学校改革 （内野中学校の実践） ― 

第３次多忙化解消行動計画 窓２ 中学校学年担任制の推進 №⑧【新規】 
 
内野中学校では，2020 年度から「グループ担任制」を導入しています。（下図は 2022 年度のイメージ） 

２年間の実践から，以下の点において「働き方改革」に大きく資することが期待できると考えています。 

 ⑴ 直接的効果 

○業務の分担 

◦ 保護者会 

   ◦ ホームルーム 

   ◦ 生活ノート・学級通信 

     ◦ 教材研究の時間 

○精神的負担の軽減 

    ◦ 生徒指導・保護者対応 

    ◦ 教育相談・生徒支援 

○時差出勤 

   ◦ 介護・育児・出張・部活動 

 ⑵ 間接的効果 

○人材育成 

◦ 生徒・保護者対応スキル 

◦ 教室経営 

◦ ＩＣＴスキル 

◦ マネジメント力 

○学校文化の伝達 

◦ 転入職員・新採用職員 

◦ 協働性・同僚性の向上 

 
グループ担任制を取り入れること

で，人材育成と業務の改善に大きな

効果が期待できます。 
ローテーションを基本としつつ，

年度初め・年度末や体育祭など，担 
任とのかかわりが特に必要とされる 
る時期は，半固定型の良さを生かした 
学級経営を行うことが必要と考えます。 
また，学級担任の個性や持ち味を生かし

つつ，グループでの分担・分業による業務

改善のバランスをとった取り組みが求めら

れます。 
加えて，グループ内の連携を密にするた

めには，デジタルデータの活用や，グルー

プの打ち合わせ等の時間を担保することも

必要です。（内野中学校長 藤本洋則） 

働き方改革通信 



グループウェア機能の導入効果について 

－新潟市校務支援システム導入後アンケート調査から－ 
 

統合型校務支援システム（C4th）のうちグループウェア機能は，令和３年１月からの試行期間を経て， 

４月より本格的に利用を開始しました。利用開始から約半年が過ぎた令和３年 11 月に，システムの導入

効果を確かめるアンケート調査を実施しました。その集計結果から分析した内容の一部をご紹介します。 

 アンケート調査は，令和３年 11 月１日から 10 日までの間に，11 月１日に在職する奇数学番の小・中

学校及び西特別支援学校の常勤教職員を対象に実施しました。〔回答数 1,207（回収率 51.7%）〕 

 

１ 文書処理（収受・発送）に関すること    ２ 書庫に関すること 

  文書処理にかかる時間は効率化されたか？に      書庫の利用により事務処理にかかる時間は効率 
ついては，「大いに効率化された」と「まあまあ    化されたか？については，「どちらとも言えない」が 
効率化された」との回答が合計で 53.7％を占め，   51.7％と全体の半数を超えており，現時点では効率 
一定の効果を感じていることがうかがえます。    化に繋がったとの判断はいただけていない状況です。 
                         このアンケートで「書庫機能の存在を初めて知った」 
                         というご意見もあり，活用促進不足を実感しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

    

 

 

 
    

文書連絡を利用することに期待することは何か？    書庫を利用することに，期待することは何か？に   
に対して，「紙による文書配布の手間が省ける」と   ついては，「必要なファイルや様式を閲覧・ダウンロ 
「システム化することによりペーパーレス化ができ  ードができる」が 60.6％を占めましたが，他の自治 
る」とで 57.5％となり，紙運用からシステム運用    体でも，校務支援システムのマニュアルや教育委員 
への移行そのものに期待感を持っていることがうか  会作成の様式の保存先として利用している事例があ 
がえました。                   ります。         
 

３ 情報共有に関すること 
 

校務支援システムを利用することで情報共有に 
かかる時間は効率化されたか？に対しては，「大い 
に効率化された」「まあまあ効率化された」の回答 
が 67.5％となり，一定の効果を感じていることが 
読み取れました。 

情報共有にパソコンあるいは校務支援システム 
を利用したか？ の問いに関しては，「ほぼすべて 
校務支援システムで情報共有を行った」「一部の業 
務について校務支援システムを使って情報共有を 
行った」が 85.7％となっており，情報共有に校務 
支援システムの利用が広く浸透していることがう 
かがえる結果となりました。  

 
 

アンケート調査にご協力いただき大変ありがとうございました。 

大いに効率化された 10.6％ 

まあまあ効率化された 43.1％ 

どちらとも言えない 34.9％ 

あまり効率化されていない 9.4％ 

全く効率化されていない 2.0％ 

大いに効率化された 6.6％ 

まあまあ効率化された 32.4％ 

どちらとも言えない 51.7％ 

あまり効率化されていない 7.0％ 

全く効率化されていない 2.3％ 

文書連絡を利用することに，期待することは何か？ 

紙による⽂書配布の⼿間が省けるようになる 30.7% 
システム化することによりペーパーレス化ができる 26.8% 
収受や発送した文書を探す時間を短縮できる 16.4% 
自動的に収受簿，発送簿に転記されるようになる 14.0% 
承認の記録を残すことができる 10.3% 
その他 1.8% 

書庫を利用することに，期待することは何か？ 

必要なファイルや様式を閲覧・ダウンロードができる 60.6% 
階層，カテゴリーの分類が簡潔で必要なファイルを探す時
間を軽減できる 19.5％ 
システム内にファイルが保管されていることで，画面転移
の手間が省ける 17.4％ 

その他 2.5％ 

大いに効率化された 8.7％ 

まあまあ効率化された 58.8％ 

どちらとも言えない 26.7％ 

あまり効率化されていない 4.9％ 

全く効率化されていない 0.9％ 

教職員間での情報共有に，パソコンあるいは校務支援システムを
利用したか？ 

ほぼすべて校務⽀援システムで情報共有を⾏った 18.3% 
ほぼすべてパソコンを使って情報共有したが，校務支援システムは使っていない 4.3％ 
一部の業務について校務⽀援システムを使って情報共有を⾏った 67.4％ 
一部の業務についてパソコンを使って情報共有したが，校務支援システムは使っていない 6.6％ 
（⿊板・口頭連絡で）パソコンも校務支援システムも情報の共有には使わなかった 2.4％ 
その他 1.0％ 


